
今
井
　
豊

平
成
21
年
東
京
か
ら
移
住
。
23
年
に「
す
ず
た
ま
C
F
」を
設
立
。

地
域
に
根
ざ
し
た
モ
ノ
・
コ
ト
・
ヒ
ト
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
た

デ
ザ
イ
ン
ツ
ー
ル
で
、
情
報
発
信
を
し
て
い
る
。
三
崎
町
在
住
。

ブ
ロ
グ
「http://notonoroshi.blogspot.jp/

」

　
中
央
図
書
館
の
近
く
の
、
民
家
に
紛
れ
見
落
と
し
そ
う
な
場
所
に
、

「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
舟
あ
そ
び
」
が
あ
る
。
５
年
前
に
古
民
家
を
改
装
し
て

作
っ
た
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
、
静
寂
な
空
気
に
包
ま
れ
、
日
本
家
屋
の
落
ち

着
い
た
空
間
の
中
に
、
作
家
達
の
作
品
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
店
主
の
舟
見
有
加
さ
ん
は
、
８
年
間
金
沢
で
ギ
ャ
ラ
リ
ー
関
係
の
仕

事
を
し
、５
年
前
に
自
分
の
店
を
珠
洲
に
開
い
た
。珠
洲
で
ギ
ャ
ラ
リ
ー

を
す
る
事
に
、
あ
ま
り
不
安
は
な
か
っ
た
と
舟
見
さ
ん
は
言
う
。
彼
女

を
よ
く
知
る
周
り
の
友
人
や
、
馴
染
み
の
客
は
、「
な
ぜ
珠
洲
で
ギ
ャ

ラ
リ
ー
を
？
」
と
い
う
人
よ
り
も
、
む
し
ろ
「
珠
洲
で
始
め
る
ギ
ャ
ラ

リ
ー
を
見
て
み
た
い
」
と
い
う
反
応
だ
っ
た
と
い
う
。
舟
見
さ
ん
に
、

珠
洲
と
い
う
場
所
に
つ
い
て
聞
い
て
み
た
。

「
珠
洲
に
流
れ
る
時
間
は
、
都
会
と
は
違
い
心
地
よ
く
、
自
分
の
目
指

す
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
し
て
の
場
所
と
も
合
っ
て
い
る
。
今
で
は
来
る
べ
く

し
て
、
珠
洲
に
来
た
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
」

　　
舟
見
さ
ん
は
、
田
舎
と
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
い
う
、
一
見
し
て
交
わ
ら
な

い
よ
う
な
空
間
を
、
珠
洲
の
地
で
融
合
さ
せ
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
し
て
の

凛
と
し
た
空
間
と
、
心
地
よ
い
時
間
の
流
れ
を
作
り
上
げ
て
い
る
。
　

ギャラリー舟あそびと店主の舟見さん。11 月からの冬の間、ギャラリーは休館となる。
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広報すず

ただいま！
今年もまたまたやって来ました～

今年初飛来。正院町八丁の田んぼに元気な

姿を見せたコハクチョウ（10 月 16 日撮影）。

っと

お世話になります
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珠
洲
市
総
合
防
災
訓
練
9.29

救急救命訓練

倒壊建物救助訓練

　

珠
洲
市
総
合
防
災
訓

練
が
９
月
29
日
に
行
わ

れ
、
主
会
場
と
な
っ
た

正
院
地
区
で
は
、
地
区

住
民
８
６
７
人
が
訓
練

に
参
加
し
ま
し
た
。

あ
れ
か
ら
２
年
半

　

平
成
23
年
３
月
11
日

に
発
生
し
た
東
日
本
大

震
災
以
降
、
全
国
的
に

地
域
防
災
力
向
上
が
叫

ば
れ
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
震
災
か
ら
２
年

半
が
経
過
し
、
津
波
の

記
憶
は
徐
々
に
薄
れ
つ

つ
あ
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
市
で
は

地
域
防
災
力
向
上
の
核

と
な
る
「
防
災
士
」
の

増
員
や
、
市
内
全
域
で

の
津
波
避
難
訓
練
を
毎

年
実
施
す
る
な
ど
、
防

災
力
強
化
を
進
め
て
き

ま
し
た
。

近き
ん
じ
ょ助

と
い
う
防
災

　

一
方
で
、
過
疎
高
齢

化
に
伴
い
、
地
域
行
事

や
地
域
単
位
で
の
活
動

が
減
少
。
ひ
と
り
暮
ら

し
世
帯
な
ど
の
生
活
が

把
握
し
づ
ら
い
と
い
う

実
態
が
、
顕
著
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。

　

い
ざ
と
い
う
時
、
自

力
で
逃
げ
ら
れ
な
い
人

を
ど
う
す
れ
ば
救
え
る

か
。
ご
近
所
さ
ん
同
士

で
助
け
合
う
「
近
助
」

と
い
う
視
点
か
ら
生
ま

れ
た
の
が
、
有
償
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
「
ち
ょ
っ
こ

り
・
た
す
け
隊
」
。
市

内
10
カ
所
の
自
主
防
災

組
織
（
各
公
民
館
が
事

務
局
）
が
中
心
と
な
り
、

事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ち
ょ
っ
こ
り
・
た
す

け
隊
は
、
65
歳
以
上
の

ひ
と
り
暮
ら
し
世
帯
な

ど
を
対
象
に
、
日
常
生

活
の
簡
単
な
お
手
伝
い

を
引
き
受
け
な
が
ら
、

状
況
を
把
握
。
実
態
情

報
を
生
か
し
、
防
災
体

制
や
地
域
防
災
力
の
向

上
に
つ
な
げ
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　訓練終了式で講評を
述べる泉谷市長。今回
の総合防災訓練には、
市内全域で 4,200 人超
が参加。市民のみなさ
んの意識の高さが伺え
る結果となった。

　今回は、各地区の避難
状況を携帯電話やスマホ
で撮影して送信。訓練本
部には写真データが次々
に集まり、リアルタイム
で目に見える形で、避難
状況をまとめていった。

▲豪雨に備えた訓練とし
て、正院分団と住民のみ
なさんが参加して土のう
積み訓練が行われた。

▲自動体外式除細動器
（通称 AED ＝ Automated 
Extemal Defibrillator の
略）は、心臓の働きを戻
すことを試みる医療機器。
その使用方法を学ぶ。市
内には８月現在、40 カ
所超に設置されている。

孤立者救助訓練

流出者救助訓練

1

津波避難訓練

あ
れ
か
ら
２
年
半
、
こ
れ
か
ら
の
防
災
は
「
近
助
」
が
カ
ギ
に

次ページでは、ちょっ
こり・たすけ隊をもう
少し詳しく紹介。
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2

ち
ょ
っ
こ
り
・
た
す
け
隊

い
ざ
と
い
う
時
、
限
ら
れ
た
時
間
で
頼
り
に
な
る
存
在
は
、
や
っ
ぱ
り
近
所
の
「
知
っ
た
顔
」

ち
ょ
っ
こ
り
・
た
す
け
隊
員
と
利
用
者
の
日
常
を
紹
介
し
ま
す

　

正
院
町
に
住
む
茂
野
信
子
さ
ん
（
83
歳
）

は
、
パ
ワ
フ
ル
な
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
。
毎
朝

30
分
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
ラ
ジ
オ
体
操
を

欠
か
さ
な
い
。
23
年
間
生
活
し
た
関
東

を
離
れ
、
４
年
前
に
珠
洲
に
帰
っ
て
き

た
。
た
す
け
隊
の
こ
と
は
、
公
民
館
職
員

に
聞
い
て
知
っ
た
。
こ
れ
ま
で
に
数
回
利

用
。
前
回
は
、
代
わ
り
に
野
々
江
町
ま
で

ず
で
知
っ
た
。
す
ぐ
に
申
し
込
み
、
粗
大

ご
み
の
搬
出
、
精
米
な
ど
日
常
生
活
を
お

手
伝
い
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　

「
去
年
は
、
特
に
雪
が
多
く
積
も
っ
た

の
で
、
除
雪
で
も
助
け
て
も
ら
っ
た
」
と

感
謝
を
口
に
す
る
筧
下
さ
ん
。
た
す
け
隊

は
、
筧
下
さ
ん
の
暮
ら
し
に
欠
か
せ
な
い

存
在
と
な
っ
て
い
る
。

買
い
物
に
行
っ
て
も
ら
う
の
に
利
用
し
た
。

　

今
回
の
困
り
ご
と
は
、
家
の
中
の
古
い

蛍
光
灯
の
交
換
。
自
分
で
自
転
車
に
乗
っ

て
移
動
す
る
茂
野
さ
ん
だ
が
、
不
安
定
な

脚
立
に
乗
り
、
足
元
見
ず
に
交
換
す
る
の

は
不
安
。
転
ん
で
周
り
の
人
に
迷
惑
を
か

け
る
生
活
も
怖
い
。
そ
ん
な
思
い
も
あ
り
、

た
す
け
隊
を
利
用
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

や
っ
て
来
た
の
は
、
同
じ
正
院
町
に
住

む
瓶
子
明
人
さ
ん
（
30
歳
）
。
茂
野
さ
ん

の
町
内
・
八
幡
町
に
近
い
今
町
か
ら
自
転

車
で
現
れ
た
。
「
青
年
団
の
活
動
で
、
ひ

と
り
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
宅
の
除
雪
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
し
た
こ
と
が
あ
る
の
で
す
が
、

お
礼
を
し
な
き
ゃ
と
逆
に
気
を
使
わ
せ
る

こ
と
も
あ
っ
て
。
こ
れ
だ
と
、
お
互
い
に

気
を
使
う
こ
と
も
な
い
の
で
、
使
い
や
す

い
仕
組
み
だ
と
思
い
ま
す
よ
」
と
瓶
子
さ

ん
。
汚
れ
が
目
立
っ
て
い
た
蛍
光
灯
を
取

り
換
え
、
家
の
中
は
明
る
く
な
っ
た
。

　

茂
野
さ
ん
は
「
秋
冬
は
、
自
転
車
移
動

が
怖
い
。
こ
れ
か
ら
も
ち
ょ
く
ち
ょ
く
お

願
い
し
た
い
ね
」
と
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

　

「
こ
れ
ま
で
に
10
回
以
上
、
た
す
け
隊

を
利
用
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
本
当
に
助

か
っ
て
い
ま
す
」
と
話
す
筧
下
豊
成
さ
ん

（
58
歳
）
は
、
２
年
前
に
京
都
か
ら
珠
洲

へ
帰
っ
て
き
た
。
今
は
、
若
山
町
の
古
蔵

で
ひ
と
り
暮
ら
し
を
し
て
い
る
。

　

京
都
に
住
ん
で
い
た
時
に
脳
梗
塞
を
発

症
。
１
日
半
後
に
発
見
さ
れ
、
一
命
を
取

り
留
め
た
も
の
の
右
半
身
に
ま
ひ
が
残
っ

た
。
京
都
に
い
た
こ
ろ
は
車
い
す
で
生
活

し
て
い
た
が
、
珠
洲
に
来
て
か
ら
は
、
懸

命
に
リ
ハ
ビ
リ
を
し
な
が
ら
日
々
の
生
活

を
送
っ
て
い
る
。

　

そ
ん
な
筧
下
さ
ん
の
生
活
を
支
え
て
い

る
た
す
け
隊
員
は
、
同
じ
町
内
・
古
蔵
に

住
む
西
谷
安
司
さ
ん
（
73
歳
）
。
同
じ
町

内
に
隊
員
が
い
る
の
で
、
筧
下
さ
ん
は
精

神
的
に
も
助
か
っ
て
い
る
。
「
近
く
に
住

ん
で
い
る
し
、
筧
下
さ
ん
の
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、
親
戚
も
知
っ
て
い
る
よ
」
と
西
谷

さ
ん
。
筧
下
さ
ん
の
心
強
い
味
方
だ
。

　

こ
の
日
は
家
の
周
り
の
草
刈
り
を
お
願

い
し
た
。
た
す
け
隊
の
存
在
は
、
広
報
す

あ
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書●
輪
島
税
務
署
長
賞

畠
山
慶
子
（
三
崎
中
３
年
）

●
石
川
県
知
事
賞

三
輪
麻
衣
（
直
小
５
年
）

●
北
陸
納
税
貯
蓄
組
合
総
連
合
会

長
賞

濱
塚
綾
香（
緑
丘
中
３
年
）

●
輪
島
税
務
連
絡
協
議
会
長
賞

銀
賞

橋
本
小
雪
（
緑
丘
中
１
年
）

銅
賞

泉
優
奈
（
上
戸
小
５
年
）

●
珠
洲
市
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

長
賞

中
野
絵
梨
子
・
鳥
毛
香
菜
子
（
緑

丘
中
１
年
）
、
浦
杏
寿
（
西
部
小
６

年
）
、
門
前
絢
南
（
宝
立
小
６
年
）

ポ
ス
タ
ー

●
輪
島
税
務
署
長
賞

濱
野
紗
妃
（
三
崎
中
１
年
）

●
石
川
県
知
事
賞

向
渚
紗
（
緑
丘
中
２
年
）

●
奥
能
登
地
方
税
務
協
議
会
長
賞

鍵
主
真
衣
（
み
さ
き
小
５
年
）

●
北
陸
納
税
貯
蓄
組
合
総
連
合
会

「
税
」に
つ
い
て
の
作
品
コ
ン
ク
ー
ル

長
賞

貞
弘
愛
佳
（
若
山
小
５
年
）

●
輪
島
青
色
申
告
会
連
合
会
長
賞

柴
田
紗
彩（
宝
立
中
１
年
）

●
珠
洲
市
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

長
賞

角
彬
樹
（
直
小
６
年
）
、
山
形
真
優

（
み
さ
き
小
５
年
）
、
高
橋
七
彩（
宝

立
中
２
年
）
、
角
脩
介（
緑
丘
中
２

年
）

作
文

●
石
川
県
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

長
賞

坪
根
奈
央
（
宝
立
中
２
年
）

●
輪
島
税
務
連
絡
協
議
会
長
賞

金
賞

木
下
ひ
か
り
（
三
崎
中
１
年
）

銀
賞

寺
山
諒
・
野
口
樹
弥
（
宝
立
中
２

年
）

●
珠
洲
市
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

長
賞

柴
田
真
彩（
宝
立
中
２
年
）
、
長
谷

里
奈
・
野
村
隼
平
・
濱
野
晃
丞
（
三

崎
中
３
年
）

■
税
務
課　

あ
（
８
２
）
７
７
３
６

税を考える週間

三輪麻衣
（直小５年）

畠山慶子
（三崎中３年）

濱野紗妃
（三崎中１年）

鍵主真衣
（みさき小５年）

▼無料税務相談会（北陸税理士会輪島支部）

日時　17日（日）10時～12時、13時～16時

場所　ワイプラザ輪島店（輪島市）

▼年末調整説明会
日時　22日（金）13時30分～15時30分

場所　珠洲商工会議所会館２階大ホール

　ここに掲載した入賞者

の作品は、下記会場で展

示します。

11月９日（土）～17日（日）

ショッピングプラザ・

シーサイド

11月21日（木）～27日（水）

能登空港ターミナルビル

２階

■輪島税務署

　　あ０７６８（２２）２２４２

輪
島
税
務
署
、
珠
洲
市
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
が
行
っ
た
平
成
25
年
度
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
者
の
み
な
さ
ん
で
す
（
敬
称
略
）

11（月） 17（日）11 ～

【割増償却の償却限度額】

【割増償却期限】

５年間

■地方税の取り扱い

地方税も併せて見直され、固定資産税の特例についての適用も受けることが可能とな

りました。地方税については投資の状況によって半島地域または過疎地域どちらかの

税制適用を選ぶことができます。 

■手続き方法

租税特別措置（割増償却）を活用するためには、税務申告時に珠洲市が定める「半島

地域産業振興計画」に適合する設備投資であることの証明書を提出する必要がありま

す。税務申告の１カ月前までに市に対して確認申請を行ってください。

■産業振興課商工・労政・企業誘致係　あ（８２）７７７５

　平成 25 年度税制改正により、半島・離島・奄美群島において従来措置されてきた

国税に係る租税特別措置（工業用機械等の特別償却）が見直されました。

　市では、この特例措置が適用されるよう産業の振興に関する計画を策定し、平成 25

年８月２日付で地域指定を受けました。これにより、市内の事業所における今年４月

１日以降の投資については割増償却を行うことが可能となりました。

【対象地域】

珠洲市全域

【対象業種】

１）製造業

２）旅館業（旅館業法に規定するホテル、旅館営業および簡易宿所営業等）

３）農林水産物等販売業（対象地域外への販売を目的とする事業）

４）情報サービス業等（有線放送業、インターネット付随サービス業等を含む）

【対象事業】

事業者の業種・資本金規模に応じて次の取得価額下限値以下の機械・装置、建物・附

属施設、構築物の減価償却資産を取得した事業

【業種・資本金額別　取得価額の下限値】

取得した減価償却資産

機械・装置

建物・附属設備、構築物

製造業

旅館業

農林水産物等販売業

情報サービス業等

償却限度額

普通償却限度額の 32％

普通償却限度額の 48％

半
島
・
離
島
・
奄
美
郡
島
に
お
け
る
租
税
特
例
措
置
に
つ
い
て

500万円以上

1,000万円以下 ～5,000万円以下

資本金額

5,000万円超

1,000万円以上 2,000万円以上

500万円以上500万円以上

★

★

★＝新増設による取得に限る。
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11
月
９
日
か
ら
15
日
ま
で
の
７

日
間
、
全
国
一
斉
に
秋
の
火
災
予

防
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

寒
く
な
る
に
つ
れ
、
家
庭
で
暖

房
器
具
を
使
用
す
る
機
会
が
増
え
、

同
時
に
そ
れ
ら
が
原
因
と
な
る
火

災
も
増
加
し
ま
す
。

　

火
災
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注

意
か
ら
発
生
し
ま
す
。
次
の
点
を

見
直
し
、
日
ご
ろ
か
ら
火
災
予
防

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

●
寝
た
ば
こ
は
し
な
い
。

●
暖
房
器
具
は
、
燃
え
や
す
い
も

の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

●
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、
火
を
消
す
。

●
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

●
寝
具
や
カ
ー
テ
ン
な
ど
は
防
炎

品
を
使
用
す
る
。

●
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
消
火
器
を
設
置
す
る
。

消
す
ま
で
は 

心
の
警
報 

Ｏ
Ｎ
の
ま
ま

 

書
●
小
学
校
４
年
生
の
部

金
賞　

清
水
琉
成
（
宝
立
小
）

銀
賞　

林
凌
輝
（
宝
立
小
）

銅
賞　

越
後
芽
育
（
宝
立
小
）

佳
作　

谷
内
莉
子
（
上
戸
小
）
、
國

永
美
海
（
西
部
小
）

●
小
学
校
５
年
生
の
部

金
賞　

源
悠
起
也
（
上
戸
小
）

銀
賞　

小
又
凪
紗
（
若
山
小
）

銅
賞　

泉
優
奈
（
上
戸
小
）

佳
作　

坂
頭
陽
歩
（
上
戸
小
）
、
中

野
駿
良（
宝
立
小
）

●
小
学
校
６
年
生
の
部

金
賞　

谷
口
碧（
宝
立
小
）

銀
賞　

槻
梨
菜
（
上
戸
小
）

銅
賞　

林
優
樹
（
宝
立
小
）

佳
作　

田
端
佑
伍
（
若
山
小
）
、
浦

き
え
た
か
な
？　

目
で
み
て
か
く
に
ん　

も
う
一
度

伊
藤
侑
生
（
直
小
４
年
）

広
げ
よ
う　

い
つ
も
心
に　

火
の
用
心

美
谷
沙
希
（
三
崎
中
３
年
）

「
防
火
」に
関
す
る
作
品
コ
ン
ク
ー
ル

秋
の
火
災
予
防
運
動
に
あ
わ
せ
て
行
っ
た
平
成
25
年
度
の
「
防
火
」
に
関
す
る
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
者
は
次
の
み
な
さ
ん
で
す
（
敬
称
略
）

秋の全国火災予防運動　11月９日～ 15日■珠洲消防署　あ（８２）０２４７

清水琉成
（宝立小４年）

源悠起也
（上戸小５年）

谷口　碧
（宝立小６年）

橋本小雪
（緑丘中１年）

濱塚綾香
（緑丘中３年）

杏
寿
（
西
部
小
）

●
中
学
校
１
年
生
の
部

金
賞　

橋
本
小
雪
（
緑
丘
中
）

銀
賞　

中
野
絵
梨
子
（
緑
丘
中
）

銅
賞　

泉
佳
奈
（
緑
丘
中
）

佳
作　

佐
藤
浩
介（
緑
丘
中
）

●
中
学
校
３
年
生
の
部

金
賞　

濱
塚
綾
香（
緑
丘
中
）

銀
賞　

畠
山
慶
子
（
三
崎
中
）

銅
賞　

土
口
茄
穂（
緑
丘
中
）

 

標
語

●
小
学
生
の
部

金
賞　

伊
藤
侑
生
（
直
小
４
年
）

銀
賞　

國
永
美
海
（
西
部
小
４
年
）

銅
賞　

新
谷
若
奈
（
み
さ
き
小
６

年
）

佳
作　

関
原
環（
飯
田
小
５
年
）
、

安
用
寺
匠
法
（
飯
田
小
６
年
）

●
中
学
生
の
部

金
賞　

美
谷
沙
希
（
三
崎
中
３
年
）

銀
賞　

高
橋
七
彩（
宝
立
中
２
年
）

銅
賞　

野
村
隼
平
（
三
崎
中
３
年
）

佳
作　

北
川
虎
史
（
三
崎
中
３
年
）
、

鷺
雅
人
（
三
崎
中
３
年
）

　ここに掲載した

入賞者の作品は次

の日程で、ショッ

ピングプラザ・

シーサイドで展示

します。

● 11 月５日（火）

　　 ～ 12日（火）

9

　保護者や同居する家族が働いていたり、病気の

ために、家庭で児童を十分保育することができな

い場合、保護者に代わり保育所で保育を行います。

■受付期間　11 月１日（金）～ 15 日（金）　

■申込方法　平成 26 年４月１日からの入所、途

中入所を希望する場合は、下記保育所または市役

所１階福祉課へ、必ず期間中に申し込みください

ご注意　●申し込みをしていない場合の途中入所

は、要望に沿えないこともあります。●現在保育

所へ入所している児童も、あらためて申し込みが

必要です。

■福祉課子育て支援係　あ（８２）７７４７

平
成
26
年
度
の
保
育
所
入
所

申
込
受
付
を
始
め
ま
す

保育所

鵜飼

上戸

飯田

若山

正院

蛸島

小泊

粟津

大谷

定員

50人

30人

120人

35人

60人

40人

30人

35人

30人

電話番号

あ（８４）１４０８

あ（８２）１５２７

あ（８２）０４７９

あ（８２）０１４２

あ（８２）１９７４

あ（８２）１９５２

あ（８８）２１４７

あ（８８）２００１

あ（８７）２０１１
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市
職
員
の
給
与
や
職
員
数

の
状
況
を
市
民
の
み
な
さ
ん

に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

市
職
員
の
給
与
は
、
地
方

公
務
員
法
に
基
づ
い
て
、
国

家
公
務
員
を
は
じ
め
、
全
国

の
都
道
府
県
・
市
町
村
職
員

の
給
与
、
民
間
企
業
の
従
業

員
の
給
与
な
ど
を
考
慮
し
て
、

市
議
会
の
議
決
を
経
た
上
で
、

市
の
条
例
で
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

な
お
、
こ
こ
に
掲
載
し
た

給
与
な
ど
は
、
す
べ
て
税
金

や
社
会
保
険
料
な
ど
を
差
し

引
く
前
の
額
で
あ
り
、
い
わ

ゆ
る
手
取
り
額
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

■
総
務
課
行
政
管
理
係

　
　
　

あ
（
８
２
）
７
７
１
１

職
員
給
与
の
状
況

区分

平成 24 年度

平成 23 年度

平成 22 年度

区分

期末手当

勤勉手当

区分

給料

議員報酬

区分

勤続 20 年

勤続 25 年

勤続 30 年

最高限度額

　

種類

扶養手当

住居手当

通勤手当

　 定年前早期退職の特例措置　2％～ 20％加算

　 １人あたり平均支給額　　　定年・勧奨　20,527 千円

区分

平成 24 年度

平成 23 年度

平成 22 年度

支給総額

支給対象職員１人あたりの平均支給年額

職員全体に占める手当支給職員の割合

手当の種類（手当数）

代表的な

手当の名称

区分

大学卒

短大卒

高校卒

区分

標準的な職務内容

職員数

構成比

区分

一般行政

部門

特別行政

部門

公営企業等

会計部門

合計

職員数（A）

208 人

平均給料月額

294,000 円

住民基本台帳人口

各年度末現在

16,373 人

16,833 人

17,164 人

６月期

12 月期

計

６月期

12 月期

計

市長

副市長

教育長

議長

副議長

議員

自己都合

（支給率）

21.62 月分

30.82 月分

38.18 月分

52.44 月分

珠洲市

　　　　　　　　　内容

扶養家族のある職員に支給。配偶者は 13,000

円、そのほかの扶養者は 6,500 円～ 11,000

円（満 15 歳に達する日以後の最初の４月１日

から満 22 歳に達する日以後の最初の３月 31

日までの間の扶養者は 5,000 円を加算）。

借家または借間に居住し、一定の額を超える

家賃を支払っている職員に支給。家賃に応じ

て最高 27,000 円。

通勤に公共交通機関を利用している職員、お

よび自家用車利用で通勤距離が２キロ以上の

職員に支給。公共交通機関利用者は運賃を基

礎として最高 55,000 円、自家用車の利用者

は距離区分により 2,000 ～ 24,500 円。

支給総額

19,362 千円

13,954 千円

11,298 千円

試験採用初任給

166,900 円

152,800 円

140,100 円

７級

課長

13 人

8.0％

議会

総務企画

税務

民生

衛生

労働

農林水産

商工

土木

　小計

教育

　小計

病院

水道

下水道

そのほか

　小計

６級

参事

4 人

2.5％

平成 25 年

4 人

50 人

12 人

58 人

15 人

1 人

15 人

11 人

11 人

177 人

30 人

30 人

194 人

8 人

7 人

14 人

223 人

430 人

職員数

５級

課長補佐

次長

18 人

11.2％

24 年

4 人

49 人

13 人

59 人

14 人

1 人

14 人

11 人

11 人

176 人

32 人

32 人

191 人

8 人

6 人

14 人

219 人

427 人

４級

主幹兼係長

係長

35 人

21.8％

対前年

増減数

 
1

 △ 1
△ 1

1
 
1
 
 
1

 △ 2
 △ 2

3

1

4
3

  
  ※1

※2

※3

※4

※5

※6

※7

※5

３級

専門員

14 人

8.7％

２級

主査

主任主事　主任技師

44 人

27.3％

１級

主事（補）

技師（補）

33 人

20.5％

計

161 人

100.0％

給料

728,946 千円

平均年齢

40.4 歳

歳出額（A）

10,332,475 千円

11,238,796 千円

11,527,588 千円

珠洲市

1.225 月分

1.375 月分

2.6 月分

0.675 月分

0.675 月分

1.35 月分

月額

783,000 円

639,000 円

567,000 円

420,000 円

360,000 円

340,000 円

減額措置の内容

金曜日はノー残業デー

定年・勧奨

（支給率）

27.025 月分

36.57 月分

44.85 月分

52.44 月分

経験年数 10 年

239,700 円

227,700 円

208,900 円

職員手当

78,785 千円

（注）一般行政職とは、行政職給料表を

適用する職員のうち、税務・福祉・看護・

企業職を除いた職員のことです。

人件費（B）

1,703,006 千円

1,976,494 千円

1,836,363 千円

国

1.225 月分

1.375 月分

2.6 月分

0.675 月分

0.675 月分

1.35 月分

期末手当

６月期　　

　1.45 月分

12 月期　　

　1.50 月分

 計 2.95 月分  

（40% 加算あり）

減額実施期間

平成 14 年４月から当分の間

国

同じ

１人あたりの支給年額

93,088 円

64,304 円

51,587 円

828,900 円

43,626 円

9.1％

6 種類

斎場勤務職員

特殊勤務手当

税金などの

滞納整理

特殊勤務手当

支給額の多い手当

多くの職員に

支給されている手当

経験年数 15 年

298,700 円

281,000 円

245,100 円

期末・勤勉手当

251,053 千円

給与費

人件費比率（B/A）

16.5％

17.6％

15.9％

経験年数 20 年

342,400 円

322,500 円

334,600 円

計（B）

1,058,784 千円

１人あたりの

給与費（B/A）
5,090 千円

（注）人件費には、特別職に支給される給料・報酬などを含みます。

（１）期末・勤勉手当

（４）退職手当（10 月１日現在）

（５）そのほかの手当（２）時間外勤務手当（一般会計決算見込み）

（３）特殊勤務手当（平成 24年度一般会計決算見込み）

（注）経験年数は、採用前に民間企業などで勤務経験がある場合、その期間を換算し、
採用後の年数に加算したものです。

（注）職務上の段階、職務の級などによる加算（5～ 15％）あり。勤勉
手当には、成績率による加減算（-5％、-3％、+3％、+5％）があります。

（注）退職手当の１人あたりの平均支給額は、前年度に定年または勧
奨退職した全職種にかかわる職員に支給された平均額です。

（注）年度間の比較のため、選挙費を除きます。平成22年度には国
勢調査費が含まれます。

（注）特殊勤務手当とは、著しく危険、不快、不健康、または困難な
勤務に従事する職員に、その勤務の特殊性に応じて支給する手当で、
月日や時間または回数を単位として定額で定めています。

（注）珠洲市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。標準的な職務内容
とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

（注）職員数は一般職に属する数で、地方公務員の身分を保有する休
職者、派遣職員などを含み、臨時や非常勤職員を除いています。
※１新規施策実施のため　※２事務合理化により減　※３採用予定者
辞退のため　※４法令基準の充足、業務量増加による増　※５業務量
増加により増　※６学校職員退職不補充　※７医療職員欠員補充

（注）職員手当には退職手当を含みません。職員数は、平成24年４月１日現在の人数です。

1 人件費の状況（普通会計決算）6 職員手当の状況

7 特別職の報酬などの状況

8 一般職の給与減額の状況

4 一般行政職の経験年数の違いによる平均給料月額の状況

5 一般行政職の級別職員数の状況

9 職員数の状況

2 職員給与費の状況（平成 24 年度普通会計決算見込み）

3 一般行政職の平均給料月額および平均年齢の状況

　市では経費節減のため、自助努力として人件費につ

いて、次のように減額しています。

（４月１日現在）

（４月１日現在）

（４月１日現在）

（４月１日現在）

（４月１日現在）

（退職手当を除き、４月１日現在）
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育
て
よ
う
健
や
か
に 

支
え
よ
う
み
ん
な
で

　

11
月
は
、
子
ど
も
や
若
者
育
成

支
援
に
全
国
で
取
り
組
む
「
子
ど

も
・
若
者
育
成
支
援
強
調
月
間
」

で
す
。

　

み
な
さ
ん
が
子
ど
も
の
こ
ろ
の

夢
は
何
で
し
た
か
。
プ
ロ
野
球
選

手
、
お
菓
子
屋
さ
ん
、
パ
イ
ロ
ッ

ト
…
。
子
ど
も
た
ち
も
同
様
に
さ

ま
ざ
ま
な
将
来
の
夢
を
抱
い
て
い

る
で
し
ょ
う
。

毎
日
し
っ
か
り
朝
ご
は
ん

●
朝
ご
は
ん
を
食
べ
る
こ
と
で
体

温
が
上
昇
し
、
血
流
が
よ
く
な
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
よ
く
か
ん
で
食

べ
る
こ
と
で
脳
や
消
化
器
官
を
目

覚
め
さ
せ
、
午
前
中
か
ら
し
っ
か

り
活
動
で
き
る
状
態
を
つ
く
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

集団検診（場所は健康増進センター）

● 11月２日（土）受付８時～ 10時 

「特定・一般健診」「胃」「大腸」「肺」「子宮」「乳」

「前立腺」「骨密度」「肝炎」

● 11月９日（土）受付８時 30分～ 10時 

「子宮」「乳」

● 11月 19 日（火）受付８時～ 10時 

「特定・一般健診」「胃」「大腸」「肺」「前立腺」「肝炎」

● 11月 30 日（土）受付８時～ 10時 

「特定・一般健診」「胃」「大腸」「肺」「子宮」「乳」

「前立腺」「骨密度」「肝炎」

個別検診
●子宮がん・乳がん検診（12月 27 日まで）

　個別に医療機関で受診できます。珠洲市総合

病院で受診する場合は、直接申し込みください。

そのほかの医療機関で受診を希望する人は、健

康増進センターまで問い合わせください。

●特定健診（11月 30 日まで）

　市内医療機関（田中クリニックを除く）・升谷

医院（能登町）・粟倉医院（輪島市）で受診でき

ます。珠洲市総合病院で受診を希望する場合は、

健診室に予約が必要です。

そのほか
●がん検診無料クーポン券配布対象の人へ

　下記のみなさんへ５月末に無料クーポン券を

配布済み。この機会に利用してください。紛失

した場合は健康増進センターまで問い合わせく

ださい（該当者は今年４月１日時点の年齢）。

★子宮頸がん検診　20・25・30・35・40 歳の女性

★乳がん検診　40・45・50・55・60 歳の女性

★胃・肺・大腸がん検診　40・45・50・55・60 歳の人 

★前立腺がん検診　50・55・60 歳の男性

●特定健診を受診する人へ

　珠洲市国民健康保険に加入しているみなさん

には、５月末に市民課から特定健診の「受診券」

をお送りしています。受診時に必ずお持ちくだ

さい。紛失した場合は市民課まで問い合わせく

ださい。

●９月以前に集団検診で特定健診を受診した人へ

　特定健診の結果をまだ受け取っていない人は、

必ず健康増進センターまでお越しください。

（土・日曜日、祝日を除く８時 30 分～ 17 時 15 分）

■健康増進センター　あ（８２）７７４２

■市民課医療保険・年金係　あ（８２）７７４１

６
月
か
ら
始
ま
っ
た
今
年
度
の
特
定
健
診
、
が
ん
検
診
の
受
診
期
間
は
11
月
30
日
ま
で
で
す
。

女
性
が
ん
検
診
（
子
宮
・
乳
）
の
個
別
検
診
は
12
月
27
日
ま
で
。
ま
だ
の
人
は
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

特
定
・
一
般
健
診
、
が
ん
検
診
は
お
済
み
で
す
か
？

　

そ
れ
ぞ
れ
の
夢
の
実
現
に
は
、

心
と
身
体
の
健
や
か
な
成
長
が
不

可
欠
。
そ
し
て
、
そ
の
た
め
に
は

「
早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
」
な
ど
、

子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
の
基
本
的
な

生
活
習
慣
づ
く
り
が
と
て
も
大
切

で
す
。

　

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
と
、

大
人
た
ち
が
一
緒
に
ふ
れ
あ
い
な

が
ら
で
き
る
こ
と
。
「
早
寝
早
起

●
小
学
校
高
学
年
～
中
学
生
は
、

必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
栄
養
素
が

多
い
時
期
。
朝
ご
は
ん
は
、
成
長

期
の
子
ど
も
た
ち
の
体
を
つ
く
る

大
切
な
食
事
で
す
。

　

市
で
は
、
来
年
３
月
２
日
に
ラ

ポ
ル
ト
す
ず
で
「
早
寝
早
起
き
朝

ご
は
ん
」
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し

き
朝
ご
は
ん
」
。
子
ど
も
た
ち
と

少
し
ず
つ
、
で
き
る
こ
と
か
ら
始

め
ま
せ
ん
か
。

早
寝
早
起
き
で
体
内
時
計
を
調
整

ヒ
ト
の
体
の
中
に
あ
る
時
計
の
１

日
は
25
時
間
で
動
い
て
い
ま
す
。

こ
の
体
内
時
計
を
調
整
す
る
の
が

「
朝
日
」
。
早
寝
早
起
き
は
体
の
リ

ズ
ム
を
整
え
、
心
身
の
健
康
を
支

え
ま
す
。

ま
す
。
脳
ト
レ
ブ
ー
ム
の
火
付
け

役
・
川
島
隆
太
さ
ん
（
東
北
大
学

医
学
博
士
）
の
講
演
や
紙
芝
居
上

映
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
。
こ
の
よ

う
な
機
会
も
親
子
で
積
極
的
に
活

用
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

■
教
育
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　

あ
（
８
２
）
７
８
２
６

 

肺
炎
は
加
齢
と
と
も
に
重
症
化

し
や
す
く
、
死
亡
者
の
多
く
が
高

齢
者
で
す
。
肺
炎
の
原
因
と
な
る

の
は
主
に
肺
炎
球
菌
。
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
こ
と
で
、

肺
炎
球
菌
感
染
症
の
約
８
割
を
予

防
で
き
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

接
種
後
３
～
４
週
間
で
抗
体
が

で
き
、
５
年
以
上
免
疫
が
持
続
す

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
副
反
応

と
し
て
注
射
部
位
の
腫
れ
や
、
痛

み
、
発
赤
な
ど
が
見
ら
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
発
熱
や
筋

肉
痛
な
ど
も
み
ら
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、
軽
度
で
２
、
３
日
で

消
失
し
ま
す
。

　

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
は
任
意
接

種
で
す
。
接
種
の
効
果
や
副
反
応

に
つ
い
て
十
分
に
理
解
し
た
上
で

接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
対
象
者　

接
種
時
の
年
齢
が
満

65
歳
以
上
の
珠
洲
市
民

※
過
去
に
接
種
し
た
人
は
、
前
回

接
種
日
か
ら
５
年
を
経
過
し
て
い

る
こ
と
。

▽
助
成
回
数　

１
回

▽
接
種
方
法　

健
康
増
進
セ
ン

タ
ー
に
接
種
希
望
日
の
10
日
前
ま

で
に
申
し
込
み
、
接
種
券
の
交
付

を
受
け
た
後
、
医
療
機
関
に
予
約

▽
接
種
費
用
（
個
人
負
担
）　

接
種

券
を
下
記
医
療
機
関
に
提
出
す
る

こ
と
で
３
、
８
０
０
円
で
接
種

※
生
活
保
護
受
給
者
は
無
料
。

▽
接
種
期
間　

平
成
26
年
３
月
31

日（
月
）
ま
で

指定医療機関
■珠洲市総合病院内科　あ（８２）１１８１

■井端内科医院　あ（８４）２５３５

■なかたに医院　あ（８２）８３３３

■あいずみクリニック　あ（８２）０００２

■みちした内科クリニック　あ（８２）０８７７　

■田中クリニック　あ（８２）０５００　

■小西医院　あ（８２）６８００

※指定医療機関以外での接種は助成できません。

問い合わせ

■健康増進センター　あ（８２）７７４２

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
費
用
を
助
成
し
ま
す
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 市民文芸賞（俳句の部）に

四十住圭子さん

「
流
れ
灌

か
ん
じ
ょ
う

頂
」

魂
迎
ふ
宵
万
燈
や
瀧
不
動

さ
ん
ま
い
の
十
三
地
蔵
へ
蝉
し
ぐ
れ

走
り
萩
霊
泉
ゆ
ら
ぐ
風
立
ち
て

御
詠
歌
の
輪
袈
裟
の
揃
ひ
涼
し
か
り

迎
へ
火
の
櫓
提
灯
庭
踊
り

黄
泉
路
へ
の
流
れ
灌
頂
瀧
不
動

送
り
火
に
煌
く
水
面
舟
お
ろ
す

精
霊
舟
黄
泉
へ
の
池
を
わ
た
り
初
む

施
餓
鬼
会
の
篝
燃
え
尽
き
合
掌
す

供
養
終
へ
鎮
も
る
里
の
星
涼
し

珠
洲
市
文
化
祭

芸能まつり（３日10時～15時30分・ラポルトすず大ホール）　

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

大正琴

箏曲

尺八

謡曲

フラダンス

吟剣詩舞

吟剣詩舞

郷土民謡

日本舞踊

民舞

吟剣詩舞

大正琴

三味線

吟剣詩舞

民舞

郷土民謡

吟剣詩舞

民謡

合唱

郷土民謡

郷土芸能

郷土民謡

民謡

郷土民謡

郷土民謡

開会式・表彰式
■日時　11 月２日（土）18 時～

■場所　ラポルトすず

　珠洲市文化協会功労者表彰が行われます。受

賞者は次のみなさんです（敬称略）。

●民謡　　　釜親鐵夫（上戸町）

●大正琴　　東　京子（正院町）

●郷土民謡　新谷吉江（三崎町）

●民謡　　　中島ツタ（正院町）

●文芸　　　谷内田きみ子（上戸町）

　　　　　　作田　実（宝立町）

●書道　　　久田徳枝（上戸町）

●写真　　　新出広雄（宝立町）

芸術展
■日時　11 月２日（土）・３日（日）

　　　　両日９時～ 16 時

■場所　

●ラポルトすず　お茶席・絵画展・珠洲焼展・

生花展・菊花展・組みひも展

●飯田わくわく広場　生花展・お茶席

●珠洲商工会議所会館　水石展・文芸展・書道

展・絵画展・写真展

■教育委員会事務局生涯学習係

　　あ（８２）７８２６

　美しい自然に囲まれた私たちの故郷や人々の

暮らしを俳句や短歌で表現してみませんか。小

学生の部、中学生の部もあります。市外に住む

みなさんも応募ください（高校生は一般の部）。

■俳句　当季雑詠３句１組（１人２組以内）

※小学生の部、中学生の部は１人３句以内。

■短歌　近詠３首１組（１人２組以内）

※小学生の部、中学生の部は１人３首以内。

■応募方法　１組ごとに住所・氏名・電話番号を

明記し、はがきで下記へ応募（小学生、中学生の

作品は各学校で取りまとめて所定の応募用紙で

応募・Ａ４版で同様式であれば独自の用紙も可）

■応募締切　11 月 25 日（月）必着

■作品集　１冊 500 円（右記大会で販売・小学生

の部、中学生の部については大会後に学校へ無

料配布）

■表彰　右記大会で表彰を行います

■場所　中央図書館

■参加費　1,500 円（参加費 1,000 円・作品集代

500 円）

　申し込みは不要です。当日直接お越しくだ

さい。

応募・問い合わせ

■〒９２７・１２９５　教育委員会事務局生涯

学習係　珠洲市俳句・短歌大会係（住所記載不

要）　あ（８２）７８２６

　珠洲市文化協会が制定する第 30 回珠洲市民文芸賞（俳句の

部）に、四十住圭子さん（飯田町）の作品「流れ灌頂」が選

ばれました。表彰は、珠洲市文化祭開会式の中で行われます。

このほかの同文芸賞入賞者は次のみなさんです（敬称略）。

●準賞　「道南旅情」浜田栄子（宝立町）

●佳作　「塩田夫」中平正巳（馬緤町）、「沖縄紀行」澤田成子

（正院町）、 「今朝の秋」板谷雅子（飯田町）、「能登の四季」山

岸登起子（正院町）、「四季折々」慶祐静子（飯田町）

琴照会

箏基会

北陸洋山会

珠洲謡曲会

フラスタジオ恵

三崎翔扇会

渋川流剣詩舞道 珠洲教室

美すず民謡会

扇珠会

民舞明千代会

都吟詠会

琴靜会 樹々

三味線若藤会

渋川流剣詩舞道 珠洲教室

民舞明千代会

すずらん会

紫虹流北陸紫虹会

珠洲民謡会

直小学校

すずらん会

珠洲御神事太鼓保存会

馬緤郷土芸能保存会

江差追分会珠洲支部

飯田おわら会

珠洲ちょんがり保存会

珠洲市俳句・

短歌大会

作品を募集します

第43回

第40回

12 月 15 日（日）９時～ 16 時
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　10 月 24 日、北海道檜山振興局で、開陽丸友

の会会長である石橋藤雄さん（元江差町教育長）

による講演会が行われました。

　日本でも前例のない開陽丸水中発掘調査とい

う事業での苦労を、いかに乗り越えてきたかな

どのエピソードをお話いただき、参加者は終始

真剣な表情で聞き入っていました。

【写真】　講演の様子。

開陽丸とともに50年
北海道檜山振興局職場研修会

江差
147

珠洲市と友好都市提携を
結んでいる北海道江差町
の話題を紹介します。

宝
立
町
と
蛸
島
町
で

新
た
に
供
用
開
始

　

平
成
25
年
度
の
下
水
道
工
事
の

一
部
が
完
了
し
、
新
た
に
宝
立
町
・

蛸
島
町
の
一
部
で
下
水
道
が
使
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

下
水
道
へ
の
接
続
が
可
能
な
区

域
（
供
用
開
始
区
域
）
の
み
な
さ

ん
は
、
一
日
も
早
く
台
所
や
お
風

呂
、
ト
イ
レ
な
ど
の
生
活
排
水
を

下
水
道
へ
接
続
す
る
排
水
設
備
工

事
を
行
い
、
下
水
道
へ
の
接
続
を

お
願
い
し
ま
す
。

排
水
設
備
工
事
は

指
定
業
者
へ
！

　

市
で
は
、
み
な
さ
ん
が
排
水
設

備
工
事
を
安
心
し
て
行
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
排
水
設
備
業
者
を

指
定
し
て
い
ま
す
。
「
珠
洲
市
下

水
道
排
水
設
備
工
事
指
定
業
者
」

は
、
市
に
提
出
す
る
書
類
の
作
成

や
届
け
出
な
ど
の
手
続
き
を
代
行

し
ま
す
。
一
度
相
談
く
だ
さ
い
。

助
成
金
制
度
を
活
用
し
て

下
水
道
に
接
続
し
よ
う
！

　

市
で
は
、
平
成
23
年
４
月
１
日

か
ら
「
水
環
境
向
上
促
進
助
成
金

制
度
」
を
設
け
、
供
用
開
始
と
な
っ

た
区
域
で
の
下
水
道
接
続
工
事
に

対
し
て
、
工
事
費
用
の
一
部
を
助

成
し
て
い
ま
す
（
右
下
参
照
）
。

※
助
成
金
申
し
込
み
の
手
続
き
も
、

接
続
工
事
と
同
時
に
前
述
の
指
定

業
者
が
代
行
し
ま
す
。

　

台
所
や
お
風
呂
な
ど
の
生
活
排

水
を
汚
れ
た
ま
ま
の
状
態
で
海
や

川
に
流
す
こ
と
の
な
い
よ
う
、
下

水
道
へ
の
接
続
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
左
記
ま
で
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
生
活
環
境
課
下
水
道
係

　
　
　
　
　

あ
（
８
２
）
７
７
８
６

新たに供用開始と
なった区域

すでに供用開始と
なっている区域

蛸島町 宝立町

接続可能区域が
拡大しました下水道

珠洲ビーチホテル 磐若橋

至　上戸

下水道マスコット
キャラクター「スイスイ」

助成対象者　●供用開始から３年以内に公共下水道へ接続した人

　　　　　　●市税、水道料金、受益者負担金を滞納していない人

助成額　　　工事費の 20％で上限額 10 万円

　　　　　　※１万円未満は切り捨て。

　経過措置として、平成 26 年３月 31 日までは、供用開始から３年

を経過していても、助成金の交付を受けることができます。

■対象　宝立町の一部、上戸町、飯田町、若山町、野々江町、熊谷町、

正院町、蛸島町の一部

すずの湯

10 月 10 日～11 月１日～

　毎朝歩いて総合病院に通い、介助ボランティアを続け

た安用寺武さん（飯田町）に感謝状が贈られました。安

用寺さんは、のと鉄道珠洲線の代替バス導入をきっかけ

に、総合病院が募集したボランティアに応募。つえを突

きながらバスから降りる患者さんの歩行を支えたり、車

の荷台から荷物を降ろそうとする患者さんを手伝ったり

するなど、総合病院の朝の顔として慕われてきました。

総合病院で介助ボランティア

毎朝続けた８年に感謝状

優
し
い
笑
顔
と
温
か
い
言
葉
で
、
通
院
す
る
患
者
さ
ん
を
支
え
続
け
た
安
用
寺
さ
ん
。

　生涯スポーツ優良団体として、文部科学大臣表彰を受賞した珠

洲市トランポリン協会のみなさんが市役所を訪れました。協会は、

県内初のトランポリン協会として昭和 50 年発足。トランポリン

の普及に加え、あらゆる競技に必要な空中でのバランス感覚を培

う場として、スポーツ全体を支えています。このほか、毎年市内

で開催され、国内最大級の大会として知られる石川県シンクロナ

イズド・トランポリン競技大会（今年 10 月の開催で 30 回目）は、

協会のみなさんが中心となって大会運営に貢献しています。

珠洲市トランポリン協会

文部科学大臣表彰受賞を報告

受
賞
報
告
に
訪
れ
た
岡
田
禮
治
さ
ん
（
中
央
）、

小
秀
一
さ
ん
（
右
）。

9
24

10
25
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今
月
の
お
知
ら
せ

November

11

19

国
民
健
康
保
険
税 

第
４
期

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料 

第
８
期

納
期　

12
月
２
日
（
月
）

今
月
の
納
期

ご厚志ありがとうございます
 ９月18日～10月20日　 　    （敬称略）

■10万円（社会福祉費）

仁尾隆（宝立町）

■日時　11月 30日（土）

13 時～ 17 時（受付は 16

時 30分まで）

■場所　輪島ひまわり基

金法律事務所（輪島市）

　離婚や相続、交通事故、

借金など全ての法律的な

悩みごとの相談に応じま

す。１人 30 分まで。当

日は先着順で、定員に達

し次第締め切ります。

■金沢弁護士会

　　あ０７６（２２１）０２４２

弁護士による

無料法律相談会

　

裁
判
所
に
は
、
金
銭
・
土
地
・

建
物
・
交
通
事
故
な
ど
で
生
じ
た

民
事
上
の
も
め
事
や
、
離
婚
・
扶

養
・
相
続
な
ど
の
家
庭
内
の
も
め

事
を
調
停
委
員
会
の
仲
介
に
よ
っ

て
、
話
し
合
い
で
解
決
す
る
「
調

停
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　

相
談
会
で
は
、
委
員
会
を
組
織

す
る
調
停
委
員
が
、
調
停
制
度
の

利
用
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▽
日
時　

11
月
７
日（
木
）
９
時
～

12
時

▽
場
所　

す
ず
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
３
階
第
５
・
第
６
会
議
室

　

事
前
予
約
は
不
要
。
相
談
内
容

の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

■
珠
洲
調
停
協
会
（
珠
洲
簡
易
裁

判
所
内
）

　
　
　
　
　

あ
（
８
２
）
０
２
１
８

調
停
相
談
会

電
動
ろ
く
ろ
で

珠
洲
焼
の
ど
ん
ぶ
り
作
り

　

陶
芸
セ
ン
タ
ー
で
は
、
電
動
ろ

く
ろ
体
験
「
ど
ん
ぶ
り
作
り
」
の

参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時　

11
月
17
日（
日
）
９
時
～

15
時

▽
場
所　

珠
洲
市
陶
芸
セ
ン
タ
ー

（
蛸
島
町
）

▽
参
加
費　

１
人
１
、
５
０
０
円

▽
申
込
期
間　

11
月
２
日（
土
）
～

16
日（
土
）

　

申
し
込
み
は
左
記
ま
で
。

■
珠
洲
市
陶
芸
セ
ン
タ
ー

　

　

　

　

　

あ
（
８
２
）
３
２
２
１

　

総
合
病
院
で
は
、
通
常
の
正
規

職
員
の
募
集
と
は
別
に
、
一
年
を

通
し
て
看
護
師
（
臨
時
職
員
）
を

募
集
中
。
勤
務
状
態
が
良
好
な
人

は
、
一
定
期
間
雇
用
後
に
正
規
職

員
と
し
て
採
用
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
左
記
ま
で
。

■
珠
洲
市
総
合
病
院

　
　
　
　
　

あ
（
８
２
）
１
１
８
１

珠
洲
市
総
合
病
院
の

看
護
師
（
臨
時
）
を
募
集

　

11
月
11
日
の
「
介
護
の
日
」
に

合
わ
せ
、
経
験
豊
富
な
介
護
福
祉

士
が
、
介
護
に
関
す
る
相
談
に
応

じ
ま
す
。
日
ご
ろ
、
悩
ん
で
い
る

こ
と
や
疑
問
に
思
っ
て
い
る
こ
と

を
相
談
く
だ
さ
い
（
通
話
料
無
料
）
。

▽
時
間　

10
時
～
15
時

■
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
（
当
日
の
み
）

　

あ

０
１
２
０
（
０
０
８
）
２
９
４

石
川
県
介
護
福
祉
士
会

電
話
介
護
相
談

　市では、「食」を通して健康づくり

を応援する食生活改善推進員ボラン

ティア育成講座「食生活改善実践基

礎コース」（全６回）を開講します。

　おいしくバランスのとれた食事は

健康の基本。食について栄養の基礎

知識をはじめ、毎日の食事と生活習

慣病とのかかわりなどを学び、地域

で健康の輪を広げませんか。

■期間　平成 25 年 11 月～ 26 年２月

■定員　20 人

■申込締切　11 月５日（火）

　受講を希望する人は下記まで申し

込みください。

■健康増進センター

　　あ（８２）７７４２

　いしかわの豊かな食材を活用した県内各地のご当地グルメが

一堂に会し、自慢のグルメを提供。県内のご当地グルメ券が当

たる抽選会も行います。入場無料。

■日時　11 月 17 日（日）10 時～ 16 時 

■場所　石川県産業展示館３号館（金沢市）

●出展グルメ　能登丼、能登鍋、小松うどん、小松塩焼きそば、

　つ～バーガー、白山百膳、白山もんぶらん、加賀のかがやき、

　　能美風おこのみ焼きのみまる、福招くはくいなぎさの宝箱、

　　　つるぎ TKGY、KAHOKU こだわり雑炊、かわきた味噌豚どん、

　　　　宝達志水オムライス、のみどんぶり

■いしかわ地域おこしご当地グルメ推進協

議会事務局　あ０７６（２６４）１２１６

いしかわ食のてんこもりフェスタ

借
金
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か

多
重
債
務
者
相
談
会

陸
上
自
衛
隊

高
等
工
科
学
校
生
徒
を
募
集

　

弁
護
士
や
司
法
書
士
が
、
多
重

債
務
者
を
対
象
に
相
談
に
応
じ
ま

す
。
同
時
に
、
事
業
者
を
対
象
と

▽
応
募
資
格　

15
歳
以
上
17
歳
未

満
の
男
子（
年
齢
は
平
成
26
年
４

月
１
日
時
点
）

▽
受
付
期
間　

●
推
薦　

12
月
６

日（
金
）
ま
で　

●
一
般　

平
成
26

年
１
月
10
日（
金
）
ま
で

▽
１
次
試
験
日　

平
成
26
年
１
月

18
日（
土
）

■
自
衛
隊
石
川
地
方
協
力
本
部
能

登
地
域
事
務
所

　

あ

０
７
６
８
（
５
２
）
４
１
７
５

11
月
は
労
働
保
険

適
用
促
進
強
化
期
間

　

常
用
労
働
者
を
ひ
と
り
で
も
雇

用
し
て
い
る
事
業
主
は
、
全
て
労

働
保
険（
雇
用
保
険
と
労
災
保
険
）

に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

定
め
ら
れ
た
個
々
の
労
働
時
間
が

20
時
間
以
上
（
１
週
間
あ
た
り
）
、

か
つ
31
日
以
上
継
続
し
て
雇
用
さ

れ
る
パ
ー
ト
労
働
者
も
、
雇
用
保

険
の
加
入
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

ま
だ
労
働
保
険
に
加
入
し
て
い

な
い
場
合
は
、
早
急
に
加
入
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
輪
島
公
共
職
業
安
定
所

　

あ

０
７
６
８
（
２
２
）
０
３
２
５

能
登
地
域
合
同
企
業
説
明
会

参
加
企
業
募
集
！

　

能
登
地
域
合
同
企
業
説
明
会

「
の
と
就
職
フ
ェ
ア
」
を
開
催
。

参
加
企
業
を
募
集
し
ま
す
。

▽
日
時　

12
月
26
日（
木
）
13
時
～

▽
場
所　

七
尾
サ
ン
ラ
イ
フ
プ
ラ

ザ
（
七
尾
市
）

食材の色を引き立たせる
「黒」の珠洲焼

秋
の
無
料

相
談
会

「
も
や
も
や
を

 

ス
ッ
キ
リ
解
消
」

暴
力
・
ス
ト
ー
カ
ー

電
話
で
相
談
く
だ
さ
い

　

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力

や
ス
ト
ー
カ
ー
な
ど
、
依
然
と
し

て
多
く
発
生
し
て
い
る
女
性
の
人

権
問
題
。
こ
れ
ら
を
解
決
す
る
た

め
、
金
沢
地
方
法
務
局
と
石
川
県

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
全

国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
」
強
化
週
間
を
実
施
。
無
料

電
話
相
談
に
応
じ
ま
す
。
内
容
の

秘
密
は
守
り
ま
す
。

▽
日
時　

11
月
18
日（
月
）
～
22
日

（
金
）
の
毎
日
８
時
30
分
～
19
時
、

23
日（
土
）・
24
日（
日
）
の
両
日
10

時
～
17
時

▽
相
談
担
当
者　

法
務
局
職
員
・

人
権
擁
護
委
員

　

左
記
電
話
番
号
は
全
国
統
一
番

号
で
、
支
局
・
出
張
所
を
除
く
最

寄
り
の
法
務
局
に
つ
な
が
り
ま
す
。

■
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

あ

０
５
７
０
（
０
７
０
）
８
１
０

し
た
経
営
指
導
の
相
談
会
も
実
施
。

ど
ち
ら
も
２
日
前
ま
で
に
予
約
が

必
要
で
す
。

▽
日
時　

11
月
15
日（
金
）
９
時
30

分
～
16
時
30
分

▽
場
所　

す
ず
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
３
階
相
談
室

　

申
し
込
み
は
左
記
ま
で
。

■
市
民
課
消
費
生
活
相
談
窓
口

　
　
　
　
　

あ
（
８
２
）
７
７
６
０

▽
対
象
企
業　

能
登
地
域（
宝
達

志
水
町
以
北
）
に
事
業
所
が
あ
る

企
業

▽
申
込
期
限　

11
月
11
日（
月
）

　

応
募
多
数
の
場
合
は
先
着
順
と

し
ま
す
。
申
し
込
み
な
ど
詳
し
く

は
左
記
ま
で
。

■
石
川
県
商
工
労
働
部
産
業
立
地
課

　

あ

０
７
６
（
２
２
５
）
１
５
１
７

　

い

０
７
６
（
２
２
５
）
１
５
１
８

ここから

食
生活改善

実践基礎コー

ス

開講
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次
の
日
程
で
開
催
。

▽
対
象　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
て
い
な
い
65
歳
以
上
の
人

▽
日
時
・
場
所

●
７
日（
木
）
13
時
30
分
～

岡
田
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

●
13
日（
水
）
13
時
30
分
～

塩
津
上
野
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

●
16
日（
土
）
９
時
30
分
～

仁
江
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

●
21
日（
木
）
13
時
～

鵜
島
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

●
25
日（
月
）
13
時
30
分
～

若
山
公
民
館

▽
持
ち
物　

タ
オ
ル
、
飲
み
物

▽
定
員　

各
30
人（
要
予
約
）

問
い
合
わ
せ

■
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

あ
（
８
２
）
７
７
４
６

申
し
込
み

■
加
藤
さ
ん

あ

０
９
０
（
９
７
６
２
）
３
２
９
８

チ
ケ
ッ
ト
残
り
わ
ず
か

海
援
隊
ト
ー
ク
＆
ラ
イ
ブ

　

チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
（
コ
ン
ビ
ニ
で

購
入
可
）
に
良
い
席
が
残
っ
て
い

ま
す
。
お
早
め
に
！

▽
日
時　

11
月
30
日（
土
）
18
時
30

分
～
（
開
場
18
時
）

▽
入
場
料　

一
般
５
、
０
０
０

円
、
ラ
ポ
ル
ト
友
の
会
会
員
４
、

５
０
０
円

■
ラ
ポ
ル
ト
す
ず

　

　

　

　

　

あ
（
８
２
）
８
２
０
０

　

い
き
い
き
と
し
た
毎
日
を
過
ご

す
た
め
に
、
健
康
体
操
・
フ
ッ
ト

ケ
ア
（
足
も
み
）
に
参
加
し
て
元

気
貯
筋
を
し
ま
せ
ん
か
。
11
月
は

介
護
予
防
の
た
め
の

「
足
も
み
健
康
教
室
」

　

温
水
プ
ー
ル
で
楽
し
み
な
が
ら
、

水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
ア
ク
ア

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
な
ど
の
水
中
運
動

を
体
験
し
、
健
康
保
持
に
役
立
て

ま
せ
ん
か
。

▽
日
時　

11
月
11
日（
月
）
～
12
月

20
日（
金
）
の
期
間
中
、
毎
週
月
・

金
曜
日
の
19
時
30
分
～
20
時
30
分

「
水
中
運
動
教
室
」
を
開
催
！

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

▽
場
所　
　

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
・

ウ
ェ
ー
ブ
（
蛸
島
町
）

▽
対
象　

40
歳
以
上
64
歳
ま
で
の

市
民

▽
内
容　

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に

よ
る
水
中
運
動
指
導

▽
持
ち
物　

水
着
（
レ
ン
タ
ル
あ

り
）
、
水
泳
帽
、
タ
オ
ル
、
飲
み

物（
お
茶
な
ど
）

▽
参
加
料　

３
、
０
０
０
円（
12
回

分
・
保
険
料
含
む
）

▽
定
員　
　

20
人（
定
員
に
達
し

次
第
、
締
め
切
り
ま
す
）

　

通
院
中
の
人
は
、
あ
ら
か
じ
め
、

か
か
り
つ
け
医
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。
申
し
込
み
は
左
記
ま
で
。

■
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

あ
（
８
２
）
７
７
４
２

▽
日
時　

11
月
11
日（
月
）
９
時
～

16
時

▽
収
集
場
所　

Ｊ
Ａ
す
ず
し
本
店

（
総
合
病
院
側
駐
車
場
奥
）

　

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
持
ち
込
む

際
は
、
次
の
注
意
事
項
を
守
っ
て

く
だ
さ
い
。

●
農
薬
容
器
は
洗
っ
て
キ
ャ
ッ
プ

を
外
す
。　

●
空
袋
は
折
り
た
た

ん
で
詰
め
込
む
か
重
ね
て
両
側
を

結
束
。　

●
泥
や
金
属
な
ど
の
不

純
物
を
取
り
除
く
。　

●
ビ
ニ
ー

ル
と
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
は
必
ず
分
類
。

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
・

不
要
農
薬
を
回
収

●
フ
ィ
ル
ム
類
は
「
つ
づ
ら
折
り
」

に
た
た
む
。　

●
一
つ
の
梱
包
は

20
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
内
に
ま
と
め
て

束
ね
る
。

　

当
日
は
必
ず
印
鑑
（
シ
ャ
チ
ハ

タ
を
除
く
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■
珠
洲
地
区
農
業
用
廃
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
対
策
協
議
会
（
Ｊ
Ａ
す
ず

し
営
農
販
売
課
）

　

　

　

　

　

あ
（
８
２
）
７
５
０
５

　

み
な
さ
ん
の
家
庭
に
取
り
付
け

ら
れ
て
い
る
水
道
メ
ー
タ
ー
の
中

で
、
間
も
な
く
有
効
期
限
が
切
れ

る
メ
ー
タ
ー
を
次
の
期
間
中
に
取

り
換
え
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
費
用
負
担
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
取
り
換
え
の
際
に
10

分
か
ら
15
分
間
ほ
ど
断
水
と
な
り

ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
対
象

と
な
る
家
庭
に
は
、
市
か
ら
委
託

を
受
け
た
業
者
が
伺
い
ま
す
。

▽
期
間　

11
月
上
旬
～
12
月
中
旬

▽
取
換
区
域　

珠
洲
市
水
道
給
水

区
域

▽
対
象
メ
ー
タ
ー　

設
置
か
ら
間

も
な
く
８
年
が
経
過
す
る
も
の

■
生
活
環
境
課
水
道
係

　
　
　
　
　

あ
（
８
２
）
７
７
８
５

水
道
メ
ー
タ
ー
を

取
り
換
え
ま
す

珠
洲
産
木
材
を
使
用
し
た

新
築
・
増
改
築
に
助
成
金

▽
日
時　

11
月
15
日（
金
）
９
時
～

12
時
、
13
時
～
15
時

▽
場
所　

市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー

ル■
福
祉
課
高
齢
者
支
援
係

　

　

　

　

　

あ
（
８
２
）
７
７
４
９

献
血
し
ま
し
ょ
！

献血キャラクター
けんけつちゃん

　　新築
■対象建築物　●所有者自らが居住　●木材使

用量の２分の１以上が珠洲産木材　●床面積が

100 ㎡以上　●建築士が設計し、珠洲市内の請

負業者が建築　●今年１月１日以降に完成

■助成額　１戸あたり 30万円

　　増改築・改修
■対象建築物　●所有者自らが居住　●木材使

用量のうち、珠洲産木材が５　以上　●建築士

が設計し、珠洲市内の請負業者が建築　●今年

１月１日以降に完成

■助成額　珠洲産木材の使用量１　あたり２万

円とし、30万円以内

■申込期限　ともに 12月 27 日（金）

　詳しくは下記まで。

■産業振興課水産林業振興係　あ（８２）７７６６

珠
洲
木
材
活
用
住
宅
助
成
事
業

●３日（日）・17 日（日）

両日15時～

「おらが故郷お国自慢」

　羽咋市と中能登町の団体による

ミニコンサートを開催。

● 10 日（日）

10時～12時、13時～15時

「のっぴーグラスづくり」

　今月は「のっぴー紅葉狩り」で

す。限定 50 個。

■石川県奥能登総合事務所企画振

興課　あ０７６８（２６）２３０３

検索能登空港

能登空港

11月のイベント

夫
や
交
際
相
手
か
ら
の

暴
力
根
絶
を
目
指
す
11
月

　

配
偶
者
や
交
際
相
手
か
ら
の
暴

力
（
Ｄ
Ｖ
＝
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・

バ
イ
オ
レ
ン
ス
の
略
）
は
、
犯
罪

と
な
る
行
為
を
も
含
む
重
大
な
人

権
侵
害
。
そ
れ
で
も
被
害
者
は
、

「
自
分
さ
え
我
慢
す
れ
ば
」
と
相

談
す
る
こ
と
は
少
な
く
、
社
会
問

題
と
し
て
広
く
認
識
さ
れ
て
き
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、
平
成
22
年
度
に
石
川

県
が
行
っ
た
県
民
意
識
調
査
で
は
、

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
被
害
経
験

が
あ
る
女
性
の
割
合
は
、
34
・
９

パ
ー
セ
ン
ト
。
10
代
、
20
代
に
交

際
相
手
か
ら
の
暴
力
の
被
害
経
験

が
あ
る
女
性
の
割
合
は
、
17
・
１

パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
結
果
が
出
て

い
ま
す
。

　

県
や
市
で
は
、
11
月
を
「
い
し

か
わ
パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
の
期
間
と
位
置
付
け
、

配
偶
者
な
ど
か
ら
の
暴
力
の
な
い

社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
、
一
斉

に
啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。
み
な

さ
ん
も
こ
の
機
会
に
、
Ｄ
Ｖ
に
つ

い
て
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

■
総
務
課
行
政
管
理
係

　

　

　

　

　

あ
（
８
２
）
７
７
１
１ ※イメージです。

　

石
川
県
の
最
低
賃
金
は
、
10
月

19
日
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
パ
ー

ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
の
雇
用
形

態
を
問
わ
ず
、
県
内
で
働
く
全
て

の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

産
業
に
よ
っ
て
は
、
こ
れ
よ
り

金
額
の
高
い
特
定
（
産
業
別
）
最

低
賃
金
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

■
石
川
県
労
働
局
労
働
基
準
部
賃

金
室

　

あ

０
７
６
（
２
６
５
）
４
４
２
５

　

 

石
川
県
最
低
賃
金

石
川
県
の
最
低
賃
金
は

時
間
額
７
０
４
円

変更点

●【保安検査場】で発行

●用紙は【白色】に

●乗り継ぎ時は、第１出発空

港の保安検査場で当日搭乗予

定の乗り継ぎ分を含む全ての

便の搭乗券を発行

■観光交流課

　　あ（８２）７７７６

12月 3 日（火）～

■出発日・便名 DATE/FLIGHT
2013/12/03

 ANA 748
能　登　⇒　羽　田
NOTO　　　 HANEDA

■出発時刻 DEPARTURE TIME

 11:35
☆搭乗口へ出発時刻の 10 分前

までにお越しください☆

■搭乗口 GATE

 60
■座席 SEAT

 13A
＊ご搭乗前に座席が変更になる

　場合があります。

Boarding Pass

ソラノ　タロウ様

搭乗券 「搭乗券」が

変わります

（見本）

　能登地区リウマチ講演会を

開催します。参加無料。申し

込みも不要です。

■日時　11 月 10 日（日）13 時

30 分～ 15 時 30 分

■場所　フォーラム七尾（七

尾市）

■内容　「リウマチさんに役

立つ福祉制度を学ぼう ～能

登編～」馬渡徳子さん（金沢

大学非常勤講師）

■日本リウマチ友の会石川県

支部（平野さん）

　　あ０９０（４３２９）５８０８

リウマチさんに役立つ

福祉制度を学ぼう

ｍ

ｍ

３

３
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上野　慎也

ほか２組

脇田　　恵（若山町） （富山県）

（９月20日～10月19日届出分・敬称略）

寺田　夏絵

ほか３人

蛸島町圭二・知絵（女）

（赤ちゃん） （性別） （両親） （住所）

の動き
 （９月30日現在）

世帯数

人口

男性

女性

転入

転出

出生

死亡

22人

 15人

 9人

18人

（－  1）

（－  2）

（－  5）

（＋  3）

6,490世帯

16,354人　

7,560人　

8,794人　

（住民基本台帳人口）

前月比
９月の動き

　　　　　　かえ

【調査の目的】

居住環境を含めた住生活全般に関する実

態や居住者の意向・満足度などを総合的

に調査するものです。

【調査の期日】

12 月１日現在で行います（11 月 21 日か

ら 12 月 10 日までの間、統計調査員証を

持った調査員が対象世帯を訪問します）。

【調査の対象】

10 月に実施された「平成 25 年住宅・土

地統計調査」の対象となる世帯から抽出

した普通世帯について行います。

【調査の機関】

国土交通省が主管し、珠洲市の協力の下

に実施します。

【調査の方法】

統計調査員が世帯を訪問し、調査票を配

布・回収する方法で行います。

【主な調査項目】

●現在お住まいの住宅およびその周りの

環境の評価について

●最近の居住状況の変化について

●住宅の住み替え・改善の意向について

■建設課管理係

　　あ（８２）７７５６　い（８２）０６２６

住生活
総合調査
５年に一度の調査に

ご協力ください

地
域
活
性
化
懇
談
会
を
開
催

　文字入力からエクセルまで、最終目標は決算書作りのパ

ソコン講座（場所は市役所・すず市民交流センター）。ノー

トパソコンをお持ちであれば、どなたでも参加できます。

定員は 15 人。申し込みは 11 月 18 日（月）までに下記へ。

■時間　各回９時 30 分～ 12 時

■参加費　500 円程度（テキスト代）

■教育委員会事務局生涯学習係　あ（８２）７８２６

　「活性化」をテーマに、市民のみ

なさんのお話を市長が伺う「地域

活性化懇談会」を開催。いずれの

地区も 11 月で、時間は 19 時から

20 時 30 分までを予定。多くのみ

なさんの参加をお待ちしています。

■総務課行政管理係

　　あ（８２）７７１１

■業務内容　●浄水場の水質管理（浄水作業）、運転管理、

施設管理　●各水道施設の機械・電気設備の点検作業

■応募資格　普通自動車免許を有する人（AT限定不可）

■応募方法　次の書類を簡易書留で送付または持参（封筒

の表面に「応募書類在中」と朱書き）　●顔写真付きの履歴

書（Ａ４判）　●運転免許証の写し

■応募締切　11月 15 日（金）必着

■面接日　後日通知

■採用予定日　平成 26年１月６日（月）

　珠洲ハローワーク求人情報コーナー（珠洲市地域職業相

談室）あ（８２）０１５７を通じて応募してください。

応募・問い合わせ

■〒９２７・１２９５　生活環境課水道係（住所記載不

要）　あ（８２）７７８５

 最終目標は決算書作成！ 全５回

珠洲チャレンジ大学

パソコン講座②

日程　　　　　【パソコン＆エクセル入門（基礎編）】

　　　　　① 11月 20日（水）　② 11月 25日（月）　③ 11月 27日（水）

　　　　　【エクセルで決算書を作成（応用編）】

　　　　　④ 12月２日（月）　⑤ 12月４日（水）

臨時職員を
募集します

水道施設管理員

２人程度

開催日

５日（火）

６日（水）

13 日（水）

14 日（木）

19 日（火）

22 日（金）

26 日（火）

27 日（水）

28 日（木）

29 日（金）

場所

宝立公民館

 若山公民館

大谷公民館

三崎公民館

日置公民館

飯田公民館

上戸公民館

直公民館

正院公民館

蛸島公民館

編集後記

　「つまらないも楽しいもすぐに伝わるから、人前に出る

ときは意識して口角を上げないと」。母からもらった言葉

の中で、最近よく思い出す言葉。特に１対１の取材に行く

途中、頭の中を巡る言葉。教師だった母はいつも、自分に

言い聞かせて教室に入ったそうだ。８年間介助ボランティ

アを続けた安用寺さん。16 ページの写真のような優しい

笑顔で、いつも患者さんに安心感をもたらしていた。伝え

ようと言葉を重ねてもなかなか伝わらないことがあれば、

特別意識しなくても自然と伝わることもある。そう、「伝

わる」は難しい。「伝える」って難しい。（総務課　河崎完）
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●鵜川のいどり祭り

　11月７日（木）19時ごろ～
　今年の当番が作った直径約 1.2 メートルの大

鏡餅をいどり（悪口を言う）合い、収穫を祝い

ます。ユーモラスな語り口が見どころ。

●能登に花嫁【参加者募集】

　12月14日（土）14時15分～
　列車に揺られて「運命の出逢い」を探してみ

ませんか。申し込みは 11 月 15 日までに下記へ。

参加費は男性 5,000 円、女性 2,000 円です。

■穴水町商工会　あ０７６８（５２）０５１６

鵜
川
菅
原
神
社

マ
リ
ン
タ
ウ
ン
特
設
会
場

の
と
鉄
道
貸
切
列
車
ほ
か

能
登
町

輪
島
市

穴
水
町

あいすることあいされること／宮西達也

ガンたちとともに／イレーヌ・グリーンスタイン

ときめきのへや／セルジオ・ルッツィア

どんぐりカプセル／市川宣子

どんぐりむらのどんぐりえん／なかやみわ

へんしんレストラン／あきやまただし

まちのおばけずかん／斉藤　洋

妖狐（ようこ）ピリカ・ムー／那須田　淳    

ほか多数

今月の新刊

一般向け

児童向け

第Ⅱ捜査官／安東能明

高砂／宇江佐真理

海と月の迷路／大沢在昌

傷／堂場瞬一

ユニコーン／原田マハ

鏡の花／道尾秀介

スナックちどり／よしもとばなな

０歳からのアレルギー予防がよくわかる本／関谷　剛

ほか多数

BOOK

中央図書館　あ（８２）０３９９　い（８２）０６７５

　　■開館時間　平日　９時～18時

　　　　　　　　土・日曜日　９時～17時

　　■閉館日　毎週月曜日・祝日・年末年始

　　http://www.city.suzu.ishikawa.jp/home/tosyokan/

●携帯電話から本の検索・予約ができます。予約は

図書館での事前登録が必要です。

http://lib.city.suzu.ishikawa.jp/mobile/freeken.asp

25

珠洲市国際交流員　ザカリ・ウィットニーさんのお話⑫

Cupertino Towson

Newton

ザック in ジャパン！

●輪島かにまつり 2013

　11月17日（日）９時～
　今月解禁したばかりの加能がにを、かに汁や

かに飯、大好評の炭火焼コーナーなどで満喫。

輪島の冬を代表する味覚を味わってください。

■県漁協輪島支所　あ０７６８（２２）１４８５

いのちの木
　ブリッタ・テッケントラップ（ポプラ社）

森に住むひとりひとりにとって、

特別な存在だったキツネが旅立

ちます。

検察側の罪人
　雫井脩介（文藝春秋）

老夫婦刺殺事件の容疑者に、時効

となった殺人事件の犯人がいた。

　
　
　

年
の
秋
は
、
夏
の
暑
さ
が

　
　
　

残
り
、
秋
ら
し
く
な
い
な

と
感
じ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、

11
月
に
な
っ
て
秋
ら
し
く
な
っ
て

き
ま
し
た
ね
。
ア
メ
リ
カ
で
は
11

月
と
い
え
ば
、
や
は
り
第
４
木
曜

日
の
「
サ
ン
ク
ス
ギ
ビ
ン
グ
」
と

い
う
感
謝
祭
。
家
族
が
全
員
集
ま

り
、
文
字
通
り
「
恵
み
に
感
謝
す

る
」
祝
日
で
す
。

　

古
く
か
ら
、
宗
教
指
導
者
は
収

穫
や
戦
勝
の
後
に
感
謝
祭
を
宣
言

し
て
き
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
感

謝
祭
も
、
17
世
紀
に
イ
ギ
リ
ス
か

ら
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
へ
移
住

し
た
入
植
者
た
ち
の
最
初
の
収
穫

を
記
念
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

「
ア
メ
リ
カ
の
先
住
民
が
支
援

し
て
、
入
植
者
が
収
穫
期
ま
で
生

き
残
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
入

植
者
が
先
住
民
と
一
緒
に
大
き
な

祝
宴
を
行
っ
た
」
と
も
よ
く
言
わ

れ
ま
す
が
、
証
拠
が
あ
ま
り
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
支
援
を
受
け
な

が
ら
、
先
住
民
に
対
す
る
入
植
者

の
行
為
は
極
悪
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

そ
れ
で
、
「
そ
う
い
う
行
為
も
含

め
て
祝
う
べ
き
で
な
い
」
と
、
サ

ン
ク
ス
ギ
ビ
ン
グ
に
反
対
す
る
人

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
現
代
の
サ
ン
ク
ス
ギ
ビ

ン
グ
は
と
い
う
と
、
一
般
的
に
は

家
族
が
集
ま
っ
て
、
一
緒
に
料
理

を
作
っ
て
食
べ
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

家
庭
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
が
、
一

番
多
い
の
は
タ
ー
キ
ー
（
七
面
鳥
・

右
の
写
真
）
。
そ
れ
で
、
サ
ン
ク

ス
ギ
ビ
ン
グ
は
、「
タ
ー
キ
ー
デ
ー

（
七
面
鳥
の
日
）
」
と
も
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
サ
ン
ク
ス
ギ
ビ

ン
グ
は
秋
の
祝
日
な
の
で
、
秋
の

野
菜
を
使
っ
た
料
理
が
特
に
多
い

で
す
。
お
か
ず
の
「
キ
ャ
ン
デ
ィ

ド
ヤ
ム
」
と
い
う
砂
糖
と
煮
込
ん

だ
サ
ツ
マ
イ
モ
料
理
と
デ
ザ
ー
ト

の
パ
ン
プ
キ
ン
パ
イ
は
、
定
番
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　

は
、
こ
こ
10
年
ほ
ど
で
、

　
　
　

サ
ン
ク
ス
ギ
ビ
ン
グ
の
翌

日
も
、
か
な
り
重
要
な
日
と
し
て

扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
「
ブ
ラ
ッ
ク
フ
ラ
イ
デ
ー
（
黒

い
金
曜
日
と
い
う
意
味
）
」
と
言

い
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
買
い
物
を
始

め
る
と
い
う
習
慣
が
浸
透
し
て
い

ま
す
。
本
格
的
な
セ
ー
ル
が
多
く

あ
る
の
で
、
大
勢
の
人
が
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
モ
ー
ル
や
デ
パ
ー
ト
に
押

し
掛
け
、
セ
ー
ル
商
品
を
わ
れ
先

に
と
争
奪
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

す
。
今
で
は
、
ブ
ラ
ッ
ク
フ
ラ
イ

デ
ー
が
ア
メ
リ
カ
で
一
番
売
上
が

多
い
日
と
な
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。

　

サ
ン
ク
ス
ギ
ビ
ン
グ
に
は
、
家

族
と
一
緒
に
お
い
し
い
食
べ
物
を

た
く
さ
ん
食
べ
る
。
毎
年
こ
れ
を

楽
し
み
に
し
て
い
る
私
で
す
か
ら
、

こ
う
し
て
離
れ
て
い
る
と
、
や
は

り
少
し
家
が
恋
し
く
な
り
ま
す
ね
。

　

今
年
は
、
少
し
で
も
そ
ん
な

ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
感
を
防
ぐ
た
め
に
、

母
が
い
つ
も
お
い
し
く
作
っ
て
い

る
パ
ン
プ
キ
ン
パ
イ
を
自
分
で
作

ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

で
も
、
せ
っ
か
く
珠
洲
に
い
る

の
で
、
地
元
の
カ
ボ
チ
ャ
を
使
っ

て
、
少
し
和
洋
折
衷
の
か
ぼ
ち
ゃ

パ
イ
に
し
よ
う
か
な
。

今

実

弟のアレックス、友人のスコットと。

幼いアレックスもお手伝いしています。
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●赤石大輔（あかいし・だいすけ）
能登半島里山里海自然学校研究員、
NPO 法人能登半島おらっちゃの里
山里海研究員として、珠洲を中心
に「能登の里山里海」の保全に携わ
る。自然共生室自然共生研究員。

★
世界に誇る
珠洲の里山里海
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月
に
な
り
、
だ
い
ぶ
寒

　
　
　

く
な
っ
て
き
ま
し
た
ね
。

10
月
は
台
風
が
何
度
も
来
た
割

に
は
、
あ
ま
り
き
の
こ
が
出
ず

残
念
で
し
た
。
そ
の
原
因
と
し

て
は
、
10
月
に
気
温
が
高
く
、

秋
の
き
の
こ
が
出
に
く
か
っ
た

と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

地
球
温
暖
化
も
影
響
し
て
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
来
年
に
期

待
し
た
い
で
す
。

　

さ
て
、
10
月
17
日
・
18
日
に

Ｎ
Ｐ
Ｏ
お
ら
っ
ち
ゃ
の
里
山
里

海
が
、
金
沢
大
学
の
留
学
生
を

招
き
、
能
登
の
里
山
里
海
を
伝

え
る
１
泊
２
日
の
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。
10
月

に
大
学
へ
来
た
ば
か
り
の
留
学

生
。
今
回
は
中
国
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
、
タ
イ
、
ア
メ
リ
カ
、
エ

ス
ト
ニ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、

ス
リ
ラ
ン
カ
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ

ン
、
台
湾
な
ど
か
ら
20
人
の
学

生
が
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

初
日
は
飯
田
港
で
釣
り
体
験
。

多
く
の
学
生
が
、
釣
り
は
初
め

て
で
お
っ
か
な
び
っ
く
り
で
し

た
が
、
小
さ
な
ア
ジ
が
た
く
さ

ん
釣
れ
ま
し
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
新

任
ス
タ
ッ
フ
２
人
は
、
地
元
珠

洲
の
出
身
で
釣
り
は
お
手
の
物
。

彼
ら
が
い
て
く
れ
る
の
で
、
釣

り
初
体
験
の
留
学
生
た
ち
も
十

分
楽
し
め
た
よ
う
で
す
。

　

大
量
の
小
ア
ジ
を
持
ち
帰
り
、

珪
藻
土
コ
ン
ロ
と
珠
洲
の
炭
で

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
小
ア
ジ
は
か

ら
揚
げ
、
お
米
は
能
登
産
新
米

コ
シ
ヒ
カ
リ
。
能
登
の
里
山
里

海
の
恵
み
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

　

満
腹
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
初

日
は
解
散
、
の
と
じ
荘
へ
。
温

泉
も
初
体
験
だ
っ
た
そ
う
で
、

見
附
島
が
見
え
る
露
天
風
呂
を

満
喫
し
た
よ
う
で
す
。
海
を
見

た
の
も
初
め
て
と
い
う
学
生
も

い
ま
し
た
。
台
湾
や
タ
イ
出
身

の
学
生
た
ち
は
、
都
会
育
ち
で

森
に
入
る
の
も
初
め
て
。
ベ
ト

ナ
ム
の
学
生
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
の
田
舎
で
田
植
え
を
手
伝
っ

た
こ
と
が
あ
る
と
、
日
本
の
学

生
と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
ね
。

　

翌
日
は
お
勉
強
。
金
沢
大
学

能
登
学
舎
に
集
合
し
て
、
ア
カ

マ
ツ
の
保
全
林
を
回
り
、
能
登

の
里
山
里
海
の
現
状
を
知
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
最
後
に
す

ず
の
湯
の
食
堂
「
は
ま
な
す
」

で
お
昼
を
食
べ
な
が
ら
、
み
な

さ
ん
の
感
想
を
聞
き
し
ま
し
た
。

●
ポ
ー
ラ
ン
ド　

「
日
本
は
都

会
で
最
先
端
の
技
術
国
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
が
、
こ
の
よ

う
な
田
舎
が
あ
っ
て
、
人
が
生

活
し
て
い
る
こ
と
に
驚
い
た
」

●
ベ
ト
ナ
ム　

「
金
沢
大
学
は

能
登
の
里
山
里
海
の
暮
ら
し
を
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こ
守
る
た
め
の
研
究
や
教
育
を
地

域
で
行
っ
て
い
る
こ
と
を
初
め

て
知
っ
た
。
素
晴
ら
し
い
取
り

組
み
だ
と
思
っ
た
」

●
イ
タ
リ
ア　

「
都
会
が
好
き

だ
が
、
こ
う
い
う
所
に
来
る
と

新
し
い
ひ
ら
め
き
を
も
ら
え
る
。

も
っ
と
多
く
の
外
国
人
に
能
登

を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」

　
　
　

の
よ
う
な
前
向
き
な
意

　
　
　

見
を
多
く
い
た
だ
き
、

と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

最
後
に
、
引
率
の
先
生
は
学

生
に
こ
う
語
り
か
け
ま
し
た
。

「
個
人
と
し
て
は
、
み
ん
な
田

舎
は
い
い
と
言
い
ま
す
。
そ
れ

は
日
本
人
も
外
国
人
も
み
ん
な

同
じ
だ
と
思
う
。
で
も
、
こ
う

い
う
農
村
を
今
後
ど
う
し
て
い

く
べ
き
か
。
行
政
な
ど
の
決
断

す
る
立
場
と
な
っ
て
、
あ
ら
た

め
て
こ
の
地
域
や
こ
れ
ら
の
活

動
を
評
価
し
て
も
ら
い
た
い
。

み
な
さ
ん
が
社
会
に
出
た
ら
、

き
っ
と
選
択
を
迫
ら
れ
る
と
き

が
あ
る
。
そ
の
と
き
、
日
本
の

取
り
組
み
を
思
い
出
し
て
参
考

に
し
て
も
ら
い
た
い
」

　

私
も
と
て
も
感
銘
を
受
け
ま

し
た
。
個
人
の
「
い
い
ね
」
と

い
う
言
葉
が
地
域
を
元
気
に
さ

せ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

こ
れ
か
ら
地
域
の
あ
り
方
を
選

ば
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
き
に
、

本
当
に
目
指
す
道
は
ど
こ
な
の

か
、
何
を
選
び
残
し
て
い
く
の

か
、
し
っ
か
り
考
え
る
こ
と
が

大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
留
学
生
に
体
験
し

て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
珠
洲
に

あ
る
ご
く
普
通
の
場
所
で
も
少

し
解
説
を
加
え
る
だ
け
で
、
と

て
も
魅
力
的
な
地
域
に
な
る
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。
珠
洲
の
里

山
里
海
を
つ
か
っ
た
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
こ
れ
か
ら
も
増
や
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

留
学
生
た
ち
は
今
後
も
、
数

回
能
登
へ
来
て
く
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の
み
な

さ
ん
や
子
ど
も
た
ち
と
も
交
流

し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

留学生と珠洲で里山里海体験飯田港で釣り体験。小アジがたくさん釣れました。

　珠洲市教育委員会は 10月１日に開

催され、委員長に中嶋復太郎さん（宝

立町）、委員長職務代理者に矢野鉄男

さん（三崎町）を選出しました。

　そのほかの委員は次のみなさんで

す（敬称略）。

●委員　井舟哲全（若山町）、兵頭惠

子（正院町）　●教育長　田中栄俊（馬

緤町）

　市では、コミュニティ助成事業な

どの助成事業を活用して地域づくり

を進めています。コミュニティ助成

事業では、宝くじの社会貢献広報事

業として、地域社会の健全な発展と

住民福祉の向上に寄与するための事

業を行っています。

青少年健全育成助成事業
奥能登伝統文化体験を実施

　平成 25年度コミュニティ助成事

業を活用し、飯田町燈籠山祭り保存

会が、燈籠山人形づくり体験・山車

ふれあい体験・キリコの紙貼り体験

を実施しました。

　定期の予防接種に用いられるワクチンが、11月１日か

ら「沈降 13価肺炎球菌結合型ワクチン」に変更になった

ことにより、追加接種の間隔が次のように変更となります。

接種スケジュール

■初回　変更なし

■追加　初回接種終了後、60日以上の間隔を空けた後で

１歳以降に接種

標準的な接種スケジュール

よくある質問（Ｑ）と答え（Ａ）

【Ｑ】　途中まで「プレベナー（沈降７価肺炎球菌結合型ワ

クチン）」を接種していますが、11月１日以降はどちらの

ワクチンを接種すればよいですか？

【Ａ】　11月１日以降、定期接種として使用できるのは「プ

レベナー 13（沈降 13価肺炎球菌結合型ワクチン）」のみ

です。両ワクチンの接種スケジュールは同じなので、残り

の接種回数を、スケジュールのとおり「プレベナー13（沈

降 13価肺炎球菌結合型ワクチン）」で実施してください。

　詳しくは下記まで。

■健康増進センター　あ（８２）７７４２

　９月 29日、金沢大学能登学舎で

行われました。同プログラムは、平

成19年度から５年間実施された「能

登里山マイスター養成プログラム」

の取り組みを継承する新たな人材育

成事業として、去年 10月スタート。

22人の修了生は、月２回の講義や実

習に参加し、１年間の学びの成果と

して卒業課題研究をまとめました。

教育委員長に
中嶋復太郎さん

中嶋委員長

矢野職務代理者

「能登里山里海マイスター」

育成プログラム第１期生修了式

小児用肺炎球菌ワクチン
７価から 13 価に変更

接種

年齢 出生 ３カ月 ６カ月 ９カ月 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳
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